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exJ)erimentsItherate_ofemergenceisestimated-1
hyc()mparing.themlmberOrLliesfro.nlthe I
DDT-containiJ】gPearl'smedia_lViththatfrom

usualPearl'smedia･'Therear?variousgrades-

ofresistance,among wildandmutantstrains

respect王velyI.and somemutantstrains sholV･
considerable,resistancealthoughtheyhavenever

been･-exboscdtoDDT (fig.1).Thus,itJisvery

plausil'let̀hat-theDDT-resistance_may e立jst

originallyrathertha-nitisacquiredadaptative-

Jly.

Inthe･recIPrOCal erossing experimentsbet-I

節 18番･

weentheFukuoka_resistantandCanton-Ssus-

ceptiblestmins,ithsbeenohscrved th上the

DDTTeSistanc与OfFukuokastrain▲isdonlinant

tonon-resistance,havingnblinkagelVithsex-

chrpTLosomesT(ta-,le1)･
Theres山tsobbinedfrontbaekcrossesofthe

mutant? ×FJ(Fu叫okaJresistant?×suscとp･

ti7)le mutants)8 and′its~reciprocal･case,
indicatedncorafelymajorgenesOf-DDT-

resistanceinFukuokastrain】inked lViththe

secondchromosome(I?hlesJ2,3),a'n戸locatcdnear.

thevestigialgene(tal'leLs4,5,6).:

OntheGrowthl'nHeadCapstlleoELarvaeof_theCommon Cabbage.Btltterfly,
TierisraJ,ae c'uctk･Or'a BOISDUVAL.ProblemsIon tllbBreed)'ng ofInsectsfor

BiologicalAssayof･Tnsecticides.lV･SumioN ĜASJtwA (TakeiLaboratory,Institule
forChemicalResearch,-KyotoUniyersity･Takatsuki,Ohsよkla)･,ReFeivedApr･1･,I,,lot-,3･

BoLJ7u-Kagahu18,44一声119詔 (､vithLEnglisil'resumd,$0).

11J モン:>ロチョウの幼虫期における頚部の成長にt'し､て. 殺虫勘の生物試験用丘
虫の飼育に関する諸問題｡第 4報O長沢純夫 頂都大学化学研究所武居研究逼)28.4.15受理

1. 緒 ､首 -

わが国に払臥するそ./i,P≠ヨウ.Pie'israt,&

C,･LC･'t,0,aBOISDUV̂ Ⅰでたっい.Tは,.数多い知見

が今r]あらゆる分野から捉供されら?あるが,幼虫壬g)

における岡部の成長にかんしても,また',先年･上野(17)

に-上って獅 ･LIによる発如 ;なされ さらにこれは文献

tlRJとしてのこ:された.̂JE者が今回ここにのべようと

することはト上野の研兜紙-3壬を班証する以外なんらの

抑l状はないが,これが供臓の均!.瑞となるのをおしん/
で,あえて邦夫する所以のも_のである｡あわせてこれ

が殺虫剤方吐物試験l手モンシ.1チョウの幼虫を供しよ

うとする過程において.役立つ何らかの基礎資料とな

るならは望外の串である｡

-1T. 測定材料お1び;則丘の方法

兆'jiiをおこなった材料は,19.-101T'･の5JnI旬.謁税

了打所在'の瑚 Ⅰミ大学皿学部附脚共津出場のカタラ?我朽
地にJi-いて抹処.･そゐTli後 70%のethy.1alc'oh(}lY(Li
瀞こ投法し喋存したものである｡浸斌した榎本は数ナ

･月後には柔軟となって,かたくキ1-.ン化したPT1沓部の
み海易に休部カ;らとI)はづすことができるようになろ

から,スライドグラスの上に前-dを上にしてたいちに

のせトオキユラー･,主F'pメーターを装唄した双眼鼠

･粗鉄によ?て測起した,-なおここで,朔幅とはこの印■
鑑部の蚊大幅をいい.弼長と!ま頭相前端よ･E)it-nJL了部後
苅はでの長さをいうものである｡.皇た筋1,2式をみぞ
･く炎や図の教組t.iRtl定をおこなったミク｡.メータ'-一/ 一 一 ヽ

44 ヽ

の目盛のよみをそのまま炎示し 考賞亨もそ うした数
仇を大体韮礎にし七おこなったが,111盛の良さは

0.067~mm である｡

エIT.測定結果 ･

測定数値を相関図X･にLでしめナと節1図りような
結Eiをえる｡以下これについてすこしく考察をおこな

ってみたい｡

~ ⅠⅤ. 考､ 蕪

-(1) 令期の決定｡モyシT7チョウがその助山JUlに

rJ令を7fすることは.'すでに飼育共助の結灘から一般

にしられていることであり.また野外におーいて ar

rand'om.に採鵠されたものの萌幅の'附,Jtll出来も,孤立
した5つの初段分布曲祝を披いて5令の存(Eをしめ+.

ことが光年上野(18)Jこよって報'dl･された,告r亡者の湖'ji!

した結果も.約1図にみるよ51芋粥幅においては弼良
におけるほど整-な形をしめさなかったが,ともに[)

つのことなった抑圧分取的紋のやまを措いた｡とこ7)

で.l･.野 1̀8'は,,命令の弼幅の範由をき.めるために,朔
比分榊 Il紋のFi松部をどのようI与とL)あつかうか!こつ
いて小蛭本の理論を掛りして考:'.!しているが,Ll7和田と
あわせて弼長の:耶LjEをもおこなった珊者の純兇ま.1こ

れを柏閑図式に整理したとこ.7,,醜1回にみるように

ilTEh-JHliの解決は,数式の区切れになってさいわい(.FTJ'iii
にかたづける土とができた｡すなわち上野'1Lq'の中上

なったような考矧L -♪uT:ここでは除外して58'えでも

さ,Lつかえないことがわかったから,布令のイJ-する萌
ヽ
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Fig.1.Resultsofpmeasurementsofledgthand-width･ofhead-capsuleoflarvaeofthe
commoncabbagehutterny,Plen'sTLZ♪aec,uCZ'tfOraBOISDUVAL.-

Table1. Rangeoflength'andwidthofhead√capsulein6-achinsteroflarvaeof､the

common-Cabbage.butter8y,Pt'm'sTaL･E7ccrLLCitJo,aBOISDUVAL.

Inster l ･I I II

Lemgth

Width

iiilnl
0.335-0.46LJ

0.333-0.46tJ

iiniiil
0.536-0.7こ爪

0.536_0.737

･ⅠI L lV

mm
0.80411.072

0.804-1.13tl

mm
1.139-1.8OLI

1.206-⊥809

iiFl両1
1.870-2.680

1.943-2.680

蛸乃ヨミ瑚良の姫四を相関夏炎の上から一途に決定した｡

その枯米は那1炎のごと･くである｡珂帽,弼長との問

に3命以筏にごくわづか.9ずれがみられる｡しかし春
野㍍槻他方にJ丸､て.カンラン栽培地から探究したモ

ソシTT7チョウの幼iJtは,その珂幅乃至弼rtの測定結兄

を約1兆9放'li:に.q･:恰すれば.その令JrJlを逆に推'iiiす
ることが大体可nEである｡なおここで節1-alの結風土

l.

京都地方の托冥個体についてN'-1!した上野(ll) の結果

にくらべで.若干の相違がみられるが.これは地方的

の形態変虫あ軸 を予測する一片め態束といいえよう

同様な頚穴は次矧こおt､てしめす,~その平均僻を比較

してもいいえるようである｡ .

.(2) 平均値｡約1回にかかげた測'i!紙斗さから布令
の平均位を罪LISする-t約2炎にしめすような放TIrlがえ
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られる｡これをみるといづれの令期においても.重刑高

とilrJZ足の平均値はほ叫月ひとしい｡このことはモyシ

t･チョウの幼虫の頚部が.その令期の如何にかかわら

ず.いつもほは円形を呈していることを意味するもの, /
であろう一もちろん常例作ごとの級測結果は筋1回の

+.ll関阻炎に'しめすようにかなt)とぴ!まなれて楕円形を

主主するものがないではないが.大まかにみた場合.こ

の推測はまづまちがいなかろう｡そして頑長と頭帽と

の相関係数を計_371した結風土.約3式にしめすごとく

で,母相関係数 p-0とした場合の検定をおちなった

枯-Ri推,~いづれもFu>Fとなり,p=0ェの帰無仮説
はすでてよいことがわかる｡すなわち両者はつねにか

なt)たかい相関関係をしめしているとtJlうこちができ

る｡なお変災係数が令糊とともに小さくなることは'

すでに上野(lBJによって指摘され.これにたいする解

釈もなされモいるが.雑著の測ttjiiした結果にもまたこ

れとまったく同様の械向がみられる｡Lかしただ約4･.

令肌こおけるわづかなくいうがいは,上野(杓 の測定

結果Iこもケられるが,次執こお七､でのべる餌3令から

卵4令にうつろ成長比が駁大になっている点と田旅が

節 18巻､

あるようにもかんがえられる｡しかしこれはなお多数

の胤 もを測志して同嘩な総力壬がえられた場合に,̀あら

ため七考察をおこないたい｡なぜ垂らは後述するよう

に筋3毎 ､ら如 ふこうつるときわ成長比は大体これ

を無視してもよい碍蛇に全体の測定数値が.Dyarの

式に適合するからである｡

(3) 成長のノしかた.つぎに令期の進むにつれて.i

軍帽およ面 長がどのような比率をもって増大して行

くかについて考察したいO今妨2衣の結果をもととし

て.省令期の観測lLliをそのすぐ前の令,lrJlのそれで割っ

ていわゆる成長比を井出すると,その結果は節4夫に

しめすごとくである｡これみると.御 礼 喝長ともにi:1
その成長の割合は 1.5-1.6倍となっている｡妨4令

からLf打5令にううるときの成長割合がいちばん小さく

約3令から節4令にうつろときめ割合が他にぐちべて

いちばん大きいoLかし全体的にみて頑幅,~弼長とも

に一定の増減傾向があるとは,この結親からはいいき

る.tとは不可髄である｡それゆえその成長比は 1･5-
1.6の大体ひとしい位をしめしているもりとこの切今

はかんがえておきたい,また節2図にみもように.〆
ラフの縦軸に頑良をとり.杭軸に現幅をとって各令糊

i:ヨ

TableLJ. Averagc･lengthandlVidthofheadcapsule.ineach insteroflarvaeofthe

coワl,momCabbageI)utterny,∫,'C,l'S,a♪aeC,LIClvoLZBOISDUV:AL･■

Dimension I lnster
.Pn3.Tvhe:aYsf I ･Mean-IdSi悪 霊

Coe爪cjentof
variation

rJ､alJIc･3.㌧Corrclationhchyeenlengthand
Width･of.head capsulPineachinstcrdf

hrvitPof･the･common,eab]･agebutterAy,
PieTisraEaecZLl･Civo;allOISDUVAL.

InstcrllcC.Oerieclia6tnitonI I Testforp-0
0.560士0.110

0.718土0.039

0.648士0.037

0.3(i9土0.035

0.557土0.034

F0-17.32>F139(0.05)

Fo≒31.88>Fl31(0.05)
F0-179.76>F1249■(0.05)

Table4.′Gorll･th上atiooflengthandw'idth

ofheadcapsuleoflarva.eofthecommon
cabbagebutter点y,Piey･'srfゆaeCrLLCIvo,L7

BpOISDUVAL.

Inster 1 Length･･t Width.

Fu=軌 35>F16:iO'(0.05)) ･ Ⅴ/ⅠⅤ

Foヨ184･71>F1412(0.95)

2

9

り一
3

5

5
/6
.4

1

1
●
.1

1

1.60

ll.54

1.64

1.T)0

の測定結果を7●ロットすると両軍の詞旅は,改組性の

l :
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Fig.2. Therelationhctweenユog leJILrth
yandloLqWidth.Yofheadeapsulcineach

jnsterof1;LLTVaCOfthecommLoncaT,7.,age
hutteT月y,∫ierisrL71,aecrlICZ'vorL7BOISDU･
VAL.Theequa(ionofstraightlineisy-
0.00640+0.9&-I)2x.(1unit1-0.067'rn'm).

(4) 実験式の適用oつぎにこれらの東胡墜 光学潜
によってのべられたm式にあてはめて,-その適介腔を

ためしてみよう｡

(i) Dyarの式/ちとに･1)Far(J'･lJ.塀畑[l劫火
にかんする測'jl柵-n王から,布令)rJ7の&'Eiu'の附加する刑
ねは;劫il州 を並じて一定で,その成相 似 は 叩 O･

ncnt･-･11ぐ"rVeをえがくことそ しるした｡すなわち-こ

.れは.今仁はつれわれが byarの法則とよんでいるも

ので,つぎにしめナような簡単な式であもゎされる｡
logY--a+bX~

ここで Yは各令矧 とおけ る岡部 (硯鼠 亭別乱.Y二
sutu-re･stem_の長さなど)の測{E値,X は合札 a,b●･

は井に桁数である｡雑著の測定した結果をこれに代入

してその方程式をもとめると.つぎのような式をえる｡

岡見 IogY-6.56983+'0.19398X ′
弼幅 logY-0.57127+0.19701X､

｣なおここで,logY-a+bX 式の●bの逆対数位は,

いわゆる T)yLlr'の成長軒数と(､われているもので.

17arrisanQ1-enders(-∩(～.ク綜説によれは･この値一
ほお＼一よそ 1.3･-)刀_覇 1.rJOの抑 こ入るものが多い ｡

Table5･ Theoreticallengthtlnd､vidthofhe且(IcLlr'Sulein甲dlinslcrofthelarvaeOf

thecommoncabbageT)utierl】Y,P;CTL'srapaemJCL'vo,aDOISl)UV̂ L,C.llculatedbythe
7)yar'sfor'mtlhTheequationsoflengthandlVidtharclogY-0.56!)53+0/19398Xand

Jog,Y-0..･T'7127+0.1!J7blX regpcctjvely.(1u-品iモ-0.067mm). 1

-碗定をおこなうまでもなくあきらかな相投となる｡･こ

れは内野 19'がいちょうに阿部分の箪長の関風土･いわ
ゆるmIIrl的 (isogonic)であり,また調和的 (harmo-

llic)であるといえる｡一今弼長,珂帽の平均測定AFiの

対数をそれぞれ y.X とおくと, この内税の方程式

y--a+bxはIy-0.00640+0.98552xとなり.bは

ほとんど1にちかく.この教組ま前筒においてのべたl

ところの.モソシTlチョウの97脚.(ま前耐よt)みた切介

大体円形をFiしているということの巽付けとなろう｡

筆者の測1-jf結果は閉長 1.56. 弼幅 1.57で従来の知

見と比較すると少しばかり高い'm抱 しめしている｡も

っともこの債がふならす Lもこの範軌 こおちないこと

はアズキ･'･巌 5,､の萌長と弼帽につ-いて測定 した内Bl

llD)の鰯光や,また上野(H7,のキンシt}チョウについ

ての未納は どがその卑近な例としてあげられる｡第5
41.は光の式からもとめた粗.Ia位と,これにたいする観

測ll任との盗.ならむさにその差の割合とを計算して炎訳
したものであるが,すべてにきわめでよく一致 してい

J 47
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ろといえるようである｡

-(ii). Oaincsand Campbellの式｡'Gaines

andCamphell̀15'は.ヤギの1種,HeZ;othl'sobsoleta

(FatJ･)･の97桐の測定結IRから, その成長の刺創羊

I)yarの式へさらlキ2次の萌を和えたo
logY =̀a+bX+Cx 2

の式をもって炎現する方がより適合していることを発

･JlLた｡なおここで C1王位数であることを しめ し

･Table6_ Theoreticallengthand width
cahbageIhutterny,Tl'cYl'straPaecrucivo,a

･他の諮符号の悪衣は前式と全~くおなじである.1箪者の

測定結果をこれに代入して計算した方程式は,つぎの.

ごとくである｡

喝長 1.ogY-0.574'J8+0.19181X-0.00013x2

草別講 logr-0･57644+0′19440X+0･00.024x 2

._そしてこの式から算LtIした理論値と,lこれと観測悦と

I_の差,ならびにその割合とを義元すると節6衣のごと
くである｡長さ俊の閥にしめした適合度の数値は,さき

ofhead capsulein一arvaeOfthecommoti l-
BOISl)UVAL,calculatedbytheGainesanこ1

Campbell'sformula.TheequatidnsoflengthandwidtharelogY-0.57498+0.19181X

Jo.00013x2andlogY=0.57644+0.19440X-0･00024.x2respe'ctively.(1unit-0.0971nm)

Table7. Tahlcofanalysisof●variaTIC占fortesting lincalityofrclatioli~b_et､vecnlog
lengthandlogWidthofheadcapsuleof~larvae'ofthecommoncahhagellutterlqylPl'erlls
'eL'aeCruC''vo'a-BOIS'DUVAL,anditsinsters'forthedatainFl'g.1.(lunit-0.067mm).
＼

nimension .Variante'dueto DegreesOfIfreedom

Length

Rectilinear･relationL
betweenloglength
andinster,the
linearterm

SinglecllrVaturefrom
straightline,the-
'quadraticterm

Error

Width

Rectiline_arrelation
betlVeellloglvidth
-andinster,the
linearterm .

-SinglectlrVaturefrom
stTAl'ghtlline,the
quadraticter'm

Error

N'-1=ゴ4

ssquuT,eosf IsAqfueaa,ne 仁 va,;Jt;once

∫
0.3762821

0.0000109

0.0003527

0.3766460

0.3762821

0.0000109

0.0001764.

0.3881176

0.0000463

0.0002491

0.3881176

0.0000463

0.0001216.

N'-1-4 0.3884130

48
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1､･11･]e8. ll-eoretiC.llle叩thand l､,idth ･L,flldd rapstlleinhrvaeofthe-common

(･ahhTLgChtltterLly.Fier:SrapaemLC:Dora 130ISDUVA-L,calculatedbytheTokunaga'S
lhrmllla..The.equationsoflengthandwidtharelogtip/(68.0242ry)I-0.274(ト5)and

JoFrb･/(70.7i-JO6-y)I-0.276(II5)reslpectiyely.(1unit-0.067mm.)

の Dyarの式によるよりも第千大きく,むしろこのI

場合は2次の項を入れ七かんがえる必賓はなL'tよう.で

ある｡もっともこれは節GX･のような計井をせずに

liIiss{Uが殺虫剤の生物試験の結界の整理にもちいた

分散分析淡によってこのJljlの-lJ-悪性を検rtE,ELて,一途
に粟却十るか不かをきめてしまった方が防Ejiやあるか

もしれない｡すなわちその枯凪まW,･7末にしめすごと

くで.2次回招現にかんする分散比はともに1.7よt)

小さく21次回惜項の祈悪性はみとめられな七二｡

(iii) 徳永の式｡ 徳永(15･16'はカイコガ Eombyx

morL'L.幼虫の同相および Y-suturestem の長さ

の測定結果に Robertson.によって碇PE3された成長の

蝉分子11己触喋作JIJの理論を沼入し..つぎのような突
放式を誘沼した｡すなわち

'log忘 芸才-K (ト7)

で.この式でみられるM.I'.は最終令幼虫の制式!̂Jlf

の2J乱 Tは令期の数をしめし.yは令令 Lのglq';i!

肌で,K はいわゆる徳永の成長軒数である｡この式

が押諭的の色彩にとみ.きわめで退介腔の朽い式であ
ることはすでにカイコガ幼山のほかニカ}イ･ガ qrlo

slm♪Lcxrlutlerf1り, クリンダ ･/サム yC-I/C!LZio

dcn17'L'CS(Roelofs)(9,9),セネジ3･スl)カCI{loTIOmZLS

doTSOtZ'sMeigcn(川.アズキtJ'ゥムシCL7ltosobTfLChTLS

lhillC〃S'sI..tl"),EplzesLL'E7CalLLeZtaWalkert13)らの
劫iJtについてみとめられ七いる｡雑著の測定lIIiをこれ
に代入してもとめた))一世式はつぎのごとくである｡

〟
弼 長 log帆O241,-y-0･-m (卜 5)

珂帰 一loLq誌 -o･2716(I-5)

こゐ式からもとめた理論帖と宍測班との差とならびに

その担姥を-X･iT;したのが･aY8炎で.この場合は Dyar

乃至 Gaz'ncsan(ICamphellの式より若干適合既が

ひくいようであるユ ー

以上3つの式を節1回の結果に適別して計算したが.

うである｡上野(18)はモンシPチョウ幼虫?頑相の成

長は,やはt) Dy.lrの式乃至徳永のそれによくあて

はまることをしろしているが,ーより控く2者の適合圧

の比較検討はおこなっていない｡しかし表示乃至図7-I;

された枯果から判ずれば,やはり儒者のこのたびの測

定結果と同様に Dyarの式の方が若干適介皮はたか

いようにみちけられる｡ ′

以上は命令血の平均抗をもととしての考察であるが.

勿論ひとつの令のけりにおいても.キ1･./化した岡部に
もなれ 絞但な桝進的成長の見られろことは.カイコ

I
H (117) スギバドクガ Tcrl'朋 乃IJda(10)などの助Lkであ
きちかにされて約ずる必顎があろう｡なお'hマキI)の

1位 Shodroma",isb;･ocula,aBupr･や,チャ,'ネ
ゴキ7■I)Blare.lZage/mahL'ca.L., ナナ7yPhraoT-

LcshzLmamOLOeLnS:sShiraki?ような不完全変態を

おこなう昆虫の成長曲税を詳細に分析した PrziI)rub

?n(l̂ 7cgusAr']')IWoodrufr'20㌧yasuma_tsuの式
を退目して･B･Y.汚することはここではお こなわなかっ
た｡

(S) 生物試験過程への丘用｡

餅効目幼虫をもちいて殺虫剤の故定をおこなう_こと

4lJ
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は,たとえは/Camphell'2･8)-,Janish･'7'など,-特に
.消化巾冠剤の場合において皮々おこなわれ-Tいる｡と

ころでこうした幼虫を多致飼育.Lて試験に供しようと

する場合,蓬次的にこれ･らの脱良を親祭しその令期を

わけ七いくことはきわめてわづらほしいことである･

L また野外から二時に多数の幼虫を採集してき七これを

試験にも̀ちいようとする場合は.命令による抵抗性の■
■

'相違を考察してあらかじめ命令BrJt与わけておく必要が

あろう｡ためにこの切合容易に識別し与るなんらかの

てがかりが必賓である.モツシP､チョウ幼虫のように.

令による色毎の相違がないようなものでは,'いきおい

割合に悶定的である′,*チン化した弼部の大きさなどを

･馳別の'2脚 とする与とが.･1令糊の問におい七も変跡

の多い休長などをその由控とするよりも,適当であろ

う｡m･者のこの比の測位は三うした輔のための2占礎だ一

利を船眺することをその主眼におこなわれたものであ
る｡木,q料をももt､ての殺虫剤にかんする生物試験結

I- 狐こついては,また他日の機会に発表したい｡
-V. 摘 J要

lt)501F･5月下蝕 古跡む所在の京都大学農学部附属
･'桝柑出切のカンテン栽培地において好男…した,･モyy
_ t71･訂り幼虫の卿 詔と細長とを測定し,令3FJl決定の資 一

別を船供するとともに'.生良する脚合を,光学昔によ

ってRL旧された許式にあてはめてその適合仕を検討し

犬:ム ■

(1)珂帆 弼良の7tJlll定輔凪 t,5つの独立した正

親分赫 こちあ小児旺曲蝕をえがき.一野 良の飼育頼光乃
至光年発-3eされた上野'18'のそれと丁致し.･iyシロ

チョウはその幼虫執こ5令を右することが確認された｡-

布令の珂幅および頑長の範田は節1式にILめすごとく

である｡

'(2) 平均値は各令とも珂幅と07i長とはほぼひとし

く,キンシpチ去ヴの岡部は大むね円形を呈すること ､･

がいえる: ,

(3) 成長比は取払 ⊥頑長とも叉各令和問ともおゝ

よそひとしく,その成長は大体同性的乃至調和的に進

＼ / 行するものということができる｡

-(4･)'成長の割合は頭相,弼長とも Dyar の式に

'-番よく適合する｡ L I

(5-) 諮柾の生物学的実験.ことに殺虫剤の生物試 ､

験にモγシpチョウの幼虫を甘ちいようとする場合は,

珂許の大きさを測定することによって大体その呑3rnを

一決定するこ与が可能であろう｡
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Risumi 二

Inorder-toobtainsomefoundamenhldabon

testinsectfor1,Jiological assayofinsecticides,
the､vritermeAsuredthe]engthand ､yidthof/
headcapsulesoflarvaeofthecommoneaI't).1ge
butter8yIPz'eyisyaL,ae'crucivoyaI10ISDUV̂ L,
whichlvereobtainedatthecabl)a女eLar･m of

Takatsukieitylanda.-1ystedtheresultsfrom

thestatisticalpointofvie､V.Frequencypoly-■l

goncsoEresultsof-nleSllJ-e甲entS ･lVerC.aT)leto

divideintofiyepeaksdefinitelyassholVnin触一
J

1.ItisFleaithatthere-areかeinshrsinlarml

stag9 dfthec9mn-On･Cabbagehutter8y/.The

rangeoflengthandwidthoftle;1(icaJ).<ulein

eachinstarareSho､Vnintal,lel･nytlヰstal,le,
､IVe'canknoIV theinstar of larvae of the
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COmmOnC.ll)l).lgehutternycapturedfroTn点eld. Toku-nag.1′S,Lormllh .lSSholVn〟in tahle5-8.

Inthe､¢riter'sresultsofmeasuremとnts,the TheYroIYthmteoflengthinheadcapsuleare

Dyar'shWofjnscctgrowthismoreapplical}lc- nearlyequaltotfmtorthewidthasIShoWllin

thantheG.linesan(ICaTnPl)cll'sformlZlaor .触 2.

On】∃lectrolysl'soEγ-B710WiththeCathodeControlledPotentialan'dDetermina-

tionLofSmallAmollntSOfZtenzeneinAqlleOTISAlcoholSolTlt]･on･(Studl'esonI
AgrictllturalChemicals by tllePohrographicMethod VIT).ⅢroIShiFuK人叫
Hiros.hiKmUR̂･Minムru NAK̂zTM･ (La7,.orat̀.ryofAgricultural̀ChemicalS,Kyoto

University)Re-ceivedApr･21,1953･BoIyzL-Kagoh'u)8,51.1953(withEnglishrisumi66)/

12･ γ-B汀C の定電位電解並びに稀アノしコ-JL溶液中の 微量ペンゼ㌢の 定量法につ

し､て (ポーラログラフ.法による畏葵の研究 VII)･況海 軌 木材 宏.中島 稔ー
(京都大学 良茶化す芦研究韻)28.4.27.受理

刀IIC-の各Si･性附まいづ九も揃下水取花柄で号訓弔還
元をうけるが,省の電解反応の折柄や生成物等につい

7:は10501f:SCh,vahe(1'竿が α-及び y-BITCをLl!
電位W .し.その昭解生成物はいづ九の場合も hen-

zeneであり. BHCの1分子当t)の還元に消押され

る電子の数は6であることを椛認したがWW.生成物の

LjE'出的な玖索は行っていない｡我々も 〉-1mC.の

alcohol約液の定招柁電解を行い.生成物及び消粥花

子数について SchwILlie と全く同じ結只を紹たが,.■■
寅にn･alcohor桁液巾の械Liの ])enzeneをポーラロ

グラフ法を川いて'泣出する方状をgrに考案し,これを

川いて乍融和こよって生成した 7'en-zeneを定立した結

果 ●BHCから定立的に bcnzeneが生じて,次の反応

式であらわされる電解反応をうける='とを砿認した,i

CGHCCIG+6e一一 C6IlC+GCl~

). γ-BECの定現任電解

γ-ruIC の alcollOl黙液の電流一院梅花fIJ'.曲税は

1･.ifr.1. I-01arogramsof1/-1HIC:

I,10-SATy一mICinO･.2M-LiFlandLO･-02M-
(CH3)JNrlrin60''Q'aq.alcoholsolution;
7. .Thesamesolutionddded0.01%gelatin';I.Thesolutionafterelectroysis.

滴下水銀問椀では F5g.11ⅠであI).前稚 (℡) に記

戟 した･B琶fll･･.音訓軍装故では Fjg.I2である｡従って
_y-BHCの還元矧 立は滴下水餅防砧でも党電位電解袋
斑の陰極でも略々同じである｡･rBHCのポーラpゲ

ラ､ムは棒大淡を皇するが.0.0170'の捜度に-gelatiTl

犯
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● PotentialinvoltsI,S.S.C.E.

Fifl.2. Current-Cathode.potentialcurveQf
anoxygen-free'solutionofy-BIICin0.2M-
LiCland O.O21(CL13)JNlirin60%.nq.
alco7101:

curveA,C.a･6･GX10-3M･Solutionof)一二mIC･･
cu_rveI3,ca･0･5×103M.solutionof㍗-nllC.
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